




分  野分  野 政策目標 業績指標：例

暮らし

安　全

環　境

活　力

バリアフリー社会の実現

水害等による被害の軽減

大気・騒音等に係る
生活環境の改善

国際的な水準の交通サービスや
国際競争力等の確保・強化

住宅のバリアフリー化
の割合

2.7%
(H10)

約１割
(H19)

洪水による氾濫から守られる
区域の割合

58%
(H14)

52%
(H19)

航空機騒音に係る
環境基準の屋内達成率

93%
(H12)

95%
(H18)

拠点的な空港・港湾への
道路アクセス率

59%
(H14)

68%
(H19)

【政策目標・業績指標の例】

アウトカム指標を中心とした業績指標
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施策・事業等の
実施

施策・事業等の
実施

政策目標政策目標
・暮らし
・安全
・環境
・活力

DO

PLAN

政策のマネジメント・サイクル政策のマネジメント・サイクル

個別に公共事業、個別の研究開発課題
についても評価を実施

 　業績指標は、インプット指標（どれだけ予算をつかったか）やアウトプット指標（事業をど

れだけしたか）ではなく、できるだけアウトカム指標（国民にとっての成果）を定めています。

　また、社会資本整備重点計画に定められた指標とも整合をとっています。

　　国土交通省は、国民皆様のニーズに沿って戦略的に行政運営を行っていくため、政策評価を導入しまし

た。 これは、民間企業の経営手法を行政に取り入れる 「ニュー・パブリック・マネジメント （NPM）」 の考え

方に基づくものです。

　　具体的には、政策アセスメント、 政策チェックアップ、政策レビューの3つの評価を実施することにより、

「政策のマネジメント・サイクル」 を確立します。

　　これにより、実施した施策・事業等の効果や問題点を絶えず把握し、予算要求や政策の企画立案に活

かしていきます。





審議結果を踏まえ、事後評価の実施主体の長が改めて事後評価を行う必要があると判断した事業



※ 事後評価は平成１４年度まで試行、平成１５年度より本格導入。


























